
 

 

自由通路鋼橋架設工に対する施工方法について 

浜松支部 

株式会社 鈴木組  高柳 英二 

１．工事概要 

工 事 名  平成 22 年度 有玉南中田島線駅前広場施設整備工事（曳馬駅自由通路） 

工 事 場 所  浜松市中区曳馬５丁目地内 

工 期  平成 23 年 9 月 14 日～平成 24 年 3 月 23 日 

主工事内容  自由通路設置工 1.0 式 

作業土工 500 ㎥ 土留仮締切工 59.0 枚（L=8.5m） 鋼橋架設工 27.0ｔ 

橋面工 1.0 式 

エレベーター棟設置工 1.0 式 

電気設備工 1.0 式 

機械設備工 1.0 式 

２．工事説明 

本工事は、遠州鉄道高架事業に伴う曳馬駅舎へのアクセス通路及び有玉南中田島線を渡る横断歩

道橋となる自由通路の施工であり、エレベーター棟も同時に施工した。 

私鉄高架事業が行われている地域であり、市街地で交通量も多い為、道路規制を最小限とする事と、

現在の曳馬駅利用者が多く、また、住宅に密接している為、第三者災害に注意しなければならなかっ

た。 
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３．問題点 

計画工程では、エレベーター棟鉄骨組立て（4.3t）より先に、道路から奥となる自由通路（横断歩道橋）

鉄骨（27.0ｔ）を架設する予定であった。自由通路の設計照査を行った結果、問題点が多く解決するの

に時間を費やし工場製作開始が遅延した。工期内完成するには、自由通路架設時に材料吊込みで邪

魔となるが、先にエレベーター棟の鉄骨を建て込むこととした。現場内は狭く、しかも隣接道路幅は、

5.0m であり、材料搬入時、大型車両を車道へ停車させると西側隣地工場へ出入りする大型車両の通

行ができなくなる。また、道路側は、架空線も多々あった。その為、自由通路架設時の鋼材搬入・仮設

方法を再度、検討する必要が生じた。 

 

４．架設に対する対策 

架設時期が計画工程より変更となった為、クレーン作業計画を再度検討し、25t クレーン及び搬入車

両が場内に駐車できるよう鉄板を場内に敷き並べ作業ヤードを有効利用すると共に材料納入車両が

現場内に収まる限界の大きさの 10ｔトラックで複数回の運搬とした。 

作業計画は、①ヤードからの施工で支柱、桁。②歩道規制での桁、③車道規制での桁と作業ごとの作

業計画を事前に職長と立て、作業前に全作業員と作業打合せを行った。 
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最大吊り荷重量：Pw1梁　重量1.1ｔ

S=1/100

中電柱

信号柱

照明柱

※1．支柱据え付け後、足場設置を行う。

※3．Pw1支柱据え付け後、支柱と梁の溶接を行う。
※2．足場設置後、支柱充填コンクリート打設。

Pw1梁　重量1.8ｔ

徐行

徐行

搬入状況 

荷卸し状況 

①支柱建込み作業計画図（作業ヤード） 



 

 

本
7
8

下
下

仕

都
市
計
画
道
路

K
3

K
2

K-
1

K
8

K
9

K
- 4

K
6

K
1 6

S=1/100

最大吊り荷重量：①主桁　重量1.2ｔ

曳馬駅自由通路桁架設図（その１）

中電柱

信号柱

照明柱

①主桁　重量1.2ｔ

②主桁

徐行

徐行

※2．Pw1からPw2の間を架設する。

※1．桁搬入10ｔトラックを北側へ駐車する。

※3．足場材を搬入荷卸しする。
※4．仮設ベント段取り・足場組立てをする。
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③主桁

S=1/100

最大吊り荷重量：③主桁　重量1.1ｔ

曳馬駅自由通路桁架設図（その３）（参考図）

④主桁

中電柱

信号柱

照明柱

①主桁

※1．仮設ベント設置後、25ｔレッカーを場内にセットする。

※2．Pw1から仮設ベントまで架設する。

（電車通り車止め規制のまま）

※3．架設後、電車通りに25ｔﾚｯｶｰを移動

①桁架設作業計画図（作業ヤード）

②桁架設作業計画図（歩道規制） 

支柱建込み・桁架設状況 
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②主桁

③主桁
最大吊り荷重量：④主桁　重量1.4ｔ

曳馬駅自由通路桁架設図（その４）（参考図）

④主桁

中電柱

信号柱

照明柱

③主桁　重量1.4ｔ

※1．SPLから駅舎まで架設
※2．吊り足場組立て

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

支柱建込み時、住宅に密接している為、オペレータから玉掛け合図者がはっきり判るようチョッキを着

用させ作業を行った。 

車道規制は、夜間となり架設するに架空線の間を通すと言う問題もあったが、目印を兼ねた電線防護

の取り付けと手足元が判るようバルーンライト及び水銀灯照明を各 4 台設置し場内を明るくした。 

 

主桁架設状況 主桁架設完了 

③桁架設作業計画図（車道規制） 

隣地住宅 隣地住宅 

隣地住宅 

架空線
架空線



 

 

４．対策のよる結果 

自由通路架設は、詳細な作業計画を立案した事により狭い作業ヤードを有効利用でき、当初、夜間架

設は、2 日間であったが 1 日で作業することができた。また、夜間作業中、何か失敗すれば予定時間

内に終わることできなくなり、周辺住民に迷惑が掛かってしまうが、架設作業計画を密に行った為、ス

ムーズに作業することができ無事故で架設作業を完了することができた。 

 

５．おわりに 

今回の工事は、自由通路（横断歩道橋）を橋脚工、横断歩道橋工の工場製作から架設、橋面工、エレ

ベーター棟と今まで経験した土木工事にはないことばかりか、知らないことも多く大変、苦労した現場

でした。また、施工をするにあたりスムーズな作業及び安全に作業するには、詳細な作業計画が重要

であることを学びました。 

今後も作業計画を密に行い、スムーズで安全な施工管理を行っていくよう努力してきたいと思います。 

 

 

 
自由通路・エレベーター棟完成写真 


